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生殖補助医療によって
生まれた子どもの長期予後

　生殖補助医療（assisted reproductive 

technology；ART）による出生はわが

国全出生数の３％以上となり，今後も

増え続ける可能性がある。増加した

ART出生児が，健康に生まれてくる

のか，また出生後にどのように育って

いくかについては，わが国ばかりでな

く世界中で関心がもたれている。

　これまで，ART出生児は自然妊娠

児に比べて出生体重や周産期予後，先

天異常や長期予後においてさまざまな

変化があることがほぼ確認されている

が1），その原因が両親の遺伝的影響で

あるのか，あるいはART技術そのも

のに由来するのか，が現在の議論の中

心となっている2）。もしART出生児で

みられる児の予後の微少な変化が（不

妊と関連した）両親の因子によるもの

であれば，不妊でない全く健康な女性

がこの技術を用いても，児の予後に影

響しないはずであるし，もしART技

術そのものによるものであれば，不妊

でない女性がこの技術を使用すること

によって，わずかではあるが児の予後

を医原性に変化させてしまうことにな

る。さらに，後者であればART技術

の改良によって，この影響を小さくす

る可能性も出てくる。

　そこで本稿では，現在までに報告さ

れているARTの出生児への影響を，

特に出生後の発育・発達を中心に概説

し，あわせてわれわれが行っているわ

が国のART出生児予後調査の現在ま

での解析結果を紹介する。

１．出生体重

　ARTによる出生児への影響が調べ

始められた当初，ART由来妊娠では

早産や低出生体重児の割合が，自然妊

娠に比べ多いと考えられていた。この

原因はそのころ多かった多胎妊娠と，

それに由来する早産であると考えられ

Ⅰ．ART出生児の身体発育
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